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巻頭言：特集にあたって 2 
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 4 

荒 川 正 晴* 5 

 6 

本号は，2013 年 9月に大阪大学（豊中キャンパス）で開催したワークショップ（「ユーラシア東 7 

部地域における公文書の史的展開：胡漢文書の相互関係を視野に入れて」）の特集号である．この 8 

ワークショップは，荒川（阪大）を代表とする科研（基盤研究 A，2010 年度～2013 年度，「シルク 9 

ロード東部の文字資料と遺跡の調査」）の胡漢文書班による報告を中心としたもので，定期的に中 10 

央アジア学フォーラムを開催してきた中央ユーラシア学研究会との共催で行われた． 11 

本科研では，ユーラシア東部地域の多言語にわたる公文書を歴史学的に検証することを研究課題 12 

の一つとしており，そのために漢語以外にも，チベット語，西夏語，ウイグル語などの文書を直接 13 

史料として取り扱える研究者に研究分担者・協力者になって頂いている．当日のワークショップで 14 

は，こうした研究分担者・協力者に加えて，中国の出土資料研究をリードしておられる北京大学の 15 

栄新江先生に，コータン新出の公文書に関するご講演を特別にお願いし，併せてトカラ語文書の専 16 

門研究者にも研究報告をしてもらった．ワークショップにおける報告者は，以下の如くである（肩 17 

書きは当時のものではなく，現職を記す）． 18 

総括： 荒川正晴（大阪大学・文学研究科・教授） 19 

招待講演者： 栄新江（北京大学・歴史系・教授） 20 

 ※通訳：白玉冬（蘭州大学・敦煌研究院・教授） 21 

漢文文書： 赤木崇敏（東京女子大学・現代教養学部・准教授） 22 

 坂尻彰宏（大阪大学・全学教育推進機構・准教授） 23 

 伊藤一馬（大阪大学・文学研究科・助教） 24 

 舩田善之（広島大学・文学研究科・准教授） 25 

トカラ語文書： 慶昭蓉（龍谷大学・仏教文化研究所・客員研究員） 26 

チベット語文書： 岩尾一史（龍谷大学・文学部・准教授） 27 

西夏語文書： 佐藤貴保（盛岡大学・文学部・准教授） 28 

ウイグル語文書： 松井太（大阪大学・文学研究科・教授） 29 

胡漢にわたる公文書をテーマにして，これだけのメンバーが一同に会し議論したのは，おそらく 30 

このワークショップが初めてであろう．私が代表となっている関係もあり，どうしても漢文文書の 31 

                                                                                                                                                                    
* 大阪大学大学院文学研究科教授（ARAKAWA Masaharu, Professor, Graduate School of Letters, Osaka University） 


